
早
発
厩
呆
ａ
①
白
①
貝
国
胃
四
①
８
×
）
の
概
念
が
ク
レ
ペ
リ
ン
に
よ

り
提
唱
さ
れ
る
ま
で
の
精
神
疾
患
分
類
は
症
候
論
的
な
も
の
が
主

で
あ
っ
て
、
学
者
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
一
八
五
○
年
に

モ
レ
ル
が
早
発
癖
呆
の
語
を
も
ち
い
た
。
一
八
七
一
年
に
ヘ
ケ
ル

田
の
ｏ
丙
『
）
は
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
員
四
三
冨
巨
日
）
の
指
導
下
に
破
瓜

病
を
記
載
、
一
八
七
四
年
に
カ
ー
ル
バ
ウ
ム
が
緊
張
病
を
記
載
し

た
。
一
八
九
九
年
に
ク
レ
ペ
リ
ン
は
破
瓜
病
、
緊
張
病
、
妄
想
厩

呆
を
ま
と
め
て
早
発
癖
呆
と
し
、
経
過
の
よ
い
躁
う
つ
病
と
な
ら

べ
て
内
因
精
神
病
と
し
た
。
一
九
○
八
年
に
ブ
ロ
イ
レ
ル
は
、
早

発
癬
呆
が
早
発
で
凝
呆
に
お
ち
い
る
と
は
か
ぎ
ら
ぬ
と
し
て
、
心

理
機
制
か
ら
牌
三
国
○
ｇ
吊
昌
①
の
概
念
を
提
起
し
た
。
現
在
の
精

神
疾
患
分
類
体
系
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
体
系
を
ブ
ロ
イ
レ
ル
の
修

正
に
し
た
が
っ
て
使
用
し
て
い
る
。

７
日
本
に
お
け
る
早
発
療
呆

ｌ
精
神
分
裂
病
概
念
の
受
容岡

田
靖

雄

ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
導
入
前
の
日
本
の
状
況
は
、
谷
川
恵
一
が
森

鴎
外
に
お
け
る
表
現
を
め
ぐ
っ
て
、
「
病
い
の
あ
り
か
ｌ
『
舞
姫
』

に
お
け
る
「
ブ
リ
ョ
ー
ト
ジ
ン
」
と
『
パ
ラ
ノ
イ
ア
筐
（
一
九
九
二

年
）
で
え
が
き
だ
し
て
い
る
。
な
お
、
ヘ
ベ
フ
レ
ニ
ー
（
破
瓜
病
）

の
語
が
日
本
で
は
じ
め
て
で
た
の
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
．
Ｗ
・
ホ
ー
、

大
西
直
三
郎
訳
「
色
情
衛
生
論
」
（
一
八
九
七
年
）
中
の
「
手
淫
ハ
癩

ヘ
ベ
ふ
れ
に
や

狂
ノ
合
併
症
ニ
コ
ソ
ア
レ
又
恐
ラ
ク
ハ
幼
心
症
ノ
結
果
ニ
コ
ソ
ア

レ
決
シ
テ
其
原
因
ト
ハ
認
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

呉
秀
三
は
、
一
八
九
九
年
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

に
う
つ
っ
て
ク
レ
ペ
リ
ン
に
つ
い
た
。
呉
帰
国
の
翌
一
九
○
二
年

に
発
足
し
た
日
本
神
経
学
会
で
呉
は
「
緊
張
狂
二
就
テ
」
の
発
表

を
し
、
ま
た
そ
の
年
か
ら
巣
鴨
病
院
で
の
病
名
も
ク
レ
ペ
リ
ン
体

系
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
早
発
瘻
狂
が
で
て
い
る
。
一
九
○
四
年

か
れ
は
「
精
神
病
ノ
名
義
二
就
キ
テ
」
で
病
名
か
ら
「
狂
」
の
字

を
の
ぞ
く
こ
と
を
提
案
し
、
早
発
癖
狂
も
早
発
（
性
）
療
呆
と
な
る
。

教
科
書
で
は
呉
門
下
の
石
田
昇
の
「
新
撰
精
神
病
學
」
（
一
九
○
六

年
）
が
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
よ
っ
て
い
た
・
荒
木
蒼
太
郎
は
心
理
機

能
に
よ
り
疾
患
を
わ
け
る
凶
舎
目
の
分
類
を
ま
も
り
な
が
ら
、

判
断
狂
の
一
つ
に
早
発
欠
損
症
を
い
れ
て
い
た
。
合
州
国
に
留
学
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し
た
松
原
三
郎
は
、
早
発
瘻
呆
に
治
癒
す
る
も
の
も
あ
り
、
ク
レ

ペ
リ
ン
の
早
発
療
呆
は
ひ
ろ
す
ぎ
る
、
と
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
の
修

正
を
提
唱
し
て
い
た
。

艀
冨
圃
ｇ
胃
①
ヨ
①
の
名
は
呉
が
一
九
一
三
年
に
、
そ
の
内
容
は

同
年
に
三
宅
鑛
一
が
紹
介
し
た
。
訳
語
と
し
て
は
一
九
二
○
年
に

杉
田
直
樹
が
曾
昌
冨
己
の
胃
ご
圃
呂
ご
ｇ
ｏ
四
ｍ
を
「
精
神
内
界
失

調
疾
患
」
と
胃
三
目
ｇ
開
国
を
「
言
語
分
裂
症
」
と
訳
し
、
一
九

二
二
年
に
牌
三
Ｎ
目
言
ｇ
耐
を
「
精
神
分
裂
症
」
と
訳
し
た
。
一
九

二
四
年
に
石
川
貞
吉
は
「
乖
離
性
」
の
語
を
も
ち
い
た
。
一
九
二

七
年
に
今
村
新
吉
が
「
精
神
分
離
症
」
の
訳
語
を
も
ち
い
、
一
九

三
二
年
に
小
谷
庄
四
郎
は
「
精
神
乖
離
症
」
の
訳
を
も
ち
い
翌
年

か
ら
杉
田
も
そ
れ
に
つ
い
だ
。
こ
の
の
ち
訳
語
と
し
て
は
「
精
神

分
離
症
」
（
主
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
、
北
海
道
帝
国
大
学
）
、
「
精
神

乖
離
症
」
（
主
と
し
て
名
古
屋
医
科
大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
）
が
共

存
し
て
い
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
は
い
ず
れ
と
も
一
定
せ
ず
、
松

沢
病
院
で
は
早
発
凝
呆
が
な
お
お
お
く
つ
か
わ
れ
た
。
そ
の
ま
え

一
九
三
二
年
の
日
本
神
経
学
会
総
会
で
久
保
喜
代
二
が
「
早
発
性

癖
呆
ナ
ル
概
念
ガ
精
神
分
離
症
ナ
ル
概
念
ニ
ョ
リ
取
扱
ル
、
ヤ
ウ

’
一
ナ
ッ
タ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
三
三
年
に
内
村
祐
之
は
「
精

神
病
学
用
語
ノ
邦
訳
二
就
イ
テ
」
で
訳
語
統
一
の
要
を
と
い
た
。

日
本
神
経
学
会
が
日
本
精
神
神
経
学
会
と
改
称
し
た
一
九
三
六

年
の
総
会
で
、
久
保
の
提
唱
に
よ
り
用
語
統
一
委
員
会
（
林
道
倫

齋
藤
玉
男
、
内
村
祐
之
、
勝
沼
精
藏
、
の
ち
荒
木
直
躬
、
大
熊
泰
治
が
く

わ
わ
る
）
が
も
う
け
ら
れ
、
一
九
三
八
年
に
、
「
精
神
病
学
統
一
用

語
用
語
第
一
版
」
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
「
精
神
分
裂
病
」
の
訳

語
が
と
ら
れ
、
早
発
厩
呆
の
語
の
上
位
に
お
か
れ
た
。
総
会
発
表

を
み
る
と
、
一
九
三
八
年
か
ら
多
く
が
「
精
神
分
裂
病
」
二
部
分

は
「
精
神
分
裂
症
」
）
を
も
ち
い
て
い
た
。
一
九
四
一
年
か
ら
早
発
癬

呆
は
姿
を
け
し
た
（
分
裂
病
の
中
核
型
と
い
う
意
味
で
つ
か
わ
れ
る
こ

と
は
あ
る
）
。

現
在
で
は
、
「
分
裂
病
」
の
名
称
が
あ
ま
り
に
通
俗
化
し
た
た
め

に
、
そ
の
改
称
を
も
と
め
る
動
き
も
で
て
い
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）
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